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大阪体育大学教育学部
〒590-0496 大阪府泉南郡熊取町朝代台1-1

実践報告

１．諸言

大阪体育大学教育学部は、平成27年4月か

ら開設され、「小学校教育コース」と「保健体

育教育コース」の2つにわかれている。その

履修カリキュラムに、3年次前期に開講する

「野外教育実習（選択科目）」（以下、適宜「実

習と略記）があり、どちらのコースも取得可

能となっている。そのプログラムの内容につ

いては、将来教員を目指す学生に必要な野外

活動の基礎や楽しさを学ぶ機会としてプログ

ラムを作成した。今回の実習は、海洋プログ

ラムを含めた内容であり、主なねらいは、①

マリンプログラムの技能と理論の習得、②野

外活動のもつ教育的価値や生涯スポーツとし

ての価値の理解、③自然への興味関心を高め、

教育の場としての自然の知見を深める、④組

織的な集団生活を通して、豊かな人間関係、

社会的態度の在り方について体験的に習得す

るといった内容である。参加を希望する学生

に対して、複数回行った事前ガイダンスにお

いて、野外活動における趣旨と内容を説明し

希望者を募った。結果、50名を超える参加希

望があったが、CAP制の関係から36名の参

加となった。今回の実習先について、教育現

場に携わる人材育成の観点から、大阪府内の

多くの小中学校が野外研修や実習として利用

している社会教育施設といった理由から大阪

府立青少年海洋センターで行うこととした。

よって本調査では、今回初めて実施した実

習を通して、参加学生は何を学び教育的効果

を生み出すことができたのかを理解するため、

実施後に参加学生に行った質問紙に、今回の

プログラムに対して感想や気づき、改善点等、

いくつかの質問に回答してもらった。そこで

得られた回答結果をもとに、学習効果の把握

と今後の教育学部における実習プログラムの

在り方に関する資料としていきたい。
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2．実習の概要
1） 実習の目的 :  

①マリンプログラムの技能と理論を習得

する、②野外活動のもつ教育的価値や生

涯スポーツとしての価値を理解する、③

自然への興味関心を高め、教育の場とし

ての自然の知見を深める、④組織的な集

団生活を通し豊かな人間関係、社会的態

度の在り方について体験的に習得する

2） 実習担当教員 :植木・竹内・陳・曽根・

金子・西（教務補佐）  

学生スタッフ：健康福祉学部4回生　6名

3） 実習場所 :大阪府立青少年海洋センター

〒 599-0301　大阪府泉南郡岬町淡輪

6190

4） 参加学生 :教育学部3回生36名  

（小学校教育コース8名・保健体育教育

コース28名）

5） 日程 :平成29年4月21日（金）–4月23

日（日）

6） 実習内容 :オリエンテーリング・イニシ

アティブゲーム・クラフト・カヌー体験

他

※表1　活動プログラム参照

3.調査内容
1） 調査目的：それぞれのプログラムに対す

る満足度や活動を通しての気づき、感想

から教育的効果を確認する。

2）調査日時 :平成29年4月25日

3） 調査方法 :質問紙による調査：5件法を

用いた。5つの選択肢（非常に満足・満

足・どちらでもない・不満・非常に不

満）から回答者に最も適切なものを選ん

表1．活動プログラム
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でもらい、その理由を自由記述で回答を

お願いした。

4） 主な調査項目 :①班別活動全般について

②野外炊飯について③クラフト活動につ

いて④イニシアティブゲームについて⑤

カヌー・カッターについて⑥スタンツに

ついて ⑦ビーチプログラムについて⓼

フォトコンテストについて（撮影から発

表まで）

4） 回収率 :35部／36名（参加者）97.2％

4．アンケート結果
4–1.実習班の取り組みについて

実習を進めていくにあたり6つの班編成（各

組約6名）を行い、実習期間中の活動はすべ

て班のメンバーで行動することとした。その

ねらいとして、メンバー間のコミュニケーシ

ョン・役割分担・協力することを学ぶ機会と

班活動の意味を理解し、将来の現場で役立て

てもらうことを目的としている。班の構成に

関して、教員の方で普段関わりの少ないメン

バーで構成するよう配慮した。その班活動に

表4．性別と班活動のクロス表

表3．参加学生の性別と所属コース

表2．参加学生の性別
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関する満足度（表4）をみると、男性では「非

常に満足」と「満足」を合わせると96.3％、

女性では「非常に満足」と「満足」を合わせ

ると100％であり、多くの学生が班活動に満

足した結果であった。

その理由（表5）をみると、「学内で普段関

わりのない人と交流機会があった。」「班が固

定されていたことで仲を深めることができた。」

「班で協力して活動ができた。」等、班活動を

通して仲間との交流機会や協力することの大

切さを学んだことを良かったと多くの学生が

回答している。

4–2．野外炊飯について

野外炊飯活動は、施設内にある野外炊飯場

において実施した。この野外炊飯活動のねら

いは、安全的・衛生的な仕方の指導、火の付

け方・消し方及び危険性、刃物の扱い方や炊

表5．実習班に関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）
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写真1）野外炊飯の準備① 写真2）野外炊飯の準備②

表8．性別と野外炊飯のクロス表

表9．野外炊飯に関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）
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事用具の正しい使用方法等、教育現場におい

て児童・生徒に指導する際に必要な基本的技

術を学ぶ機会として、さらに炊事を通して仲

間意識、野外生活の楽しさ、共同生活の認識

を深めることを目的とした。その野外炊飯に

関する満足度（表8）をみると、男性では「非

常に満足」と「満足」を合わせると92.5％、

女性では「非常に満足」と「満足」を合わせ

ると87.5％であり、多くの学生がその内容に

満足している結果であった。

その理由（表9）をみると、グループ間で

準備から片付け、役割分担し協力して行えた

ことに多くの学生が良い評価をしている。し

かし準備から食事までの時間が足らないとい

った回答も多く、今後のプログラム作成にお

いての改善点も明らかになった。

4–3.クラフト活動について

クラフト活動は、好きな形の石を選び絵を

描く「石ころアート」の作品づくりを実施し

た。実習全般に身体活動を伴う活動が多かっ

たこともあり、実習最終日は小中学校の現場

でも実践できるクラフト活動を取り入れた。

手のひらサイズの平たい石ころに絵の具を使

用して好きな絵を描くという内容で、初めは

体を動かしたい学生にとっては不評でしたが、

実際行ってみると皆集中して取り組み、どの

学生もいい作品を完成させていた。そのクラ

フト活動に関する満足度（表10）をみると、

男性では「非常に満足」と「満足」を合わせ

ると73.7％、女性では「非常に満足」と「満

足」を合わせると87.5％であった。

写真3）石ころアート作成の様子 写真4）石ころアート作成の様子

表10．性別とクラフト活動のクロス表
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その理由（表10）をみると、学生個々の作

品をみることで、それぞれのアイデアや工夫

に刺激を受けることができ、また一生懸命取

り組んだことで作成する楽しさや達成感を味

わえた等の回答が多くみられた。

4–4．イニシアチィブゲームについて

イニシアティブゲームとは、示された課題

をグループで相談し解決する中で、コミュニ

ケーションを深め、人間関係を築くことがで

きるレクリエーション活動であり、教員を目

表11．クラフト活動に関する自由回答について（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）

写真5）イニシアチィブゲームの様子 写真6）イニシアチィブゲームの様子
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指す学生たちに、現場で活かせるレクリエー

ションの材料提供やその指導法を学ぶ機会と

して組み入れたプログラムである。そのイニ

シアティブゲームに関する満足度（表12）を

みると、男性では「非常に満足」と「満足」

を合わせると96.3％、女性では「非常に満足」

と「満足」を合わせると97.1％であり、多く

の学生がその活動に満足している結果であっ

た。その理由（表13）をみると、多くの学生

が将来学校現場で使える内容だったことに満

足した回答であり、次いで「みんなで協力す

る達成感を味わうことができた。」「みんなで

楽しむことができた。」等、内容そのものを楽

しめたといった回答が多かった。

表13．イニシアティブゲームに関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）

表12．性別とイニシアティブゲームのクロス表
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写真7）カヌー体験 写真8）カッター体験

表14．性別とカヌーのクロス表

表15．カヌーに関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）
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4–5．海洋プログラムについて

カヌー体験については、本実習のねらいに

もあった、マリンプログラムの技能と理論を

習得であり、基本的なパドリングの方法を学

び、カヌーを通した自然体験を目的としてい

る。また、カヌー体験を楽しむとともに、水

辺での事故を防止するための安全学習など、

事故にあった時の対処法も学ぶ機会として行

った。そのカヌー体験に関する満足度（表14）

をみると、男性では「非常に満足」と「満足」

を合わせると92.6％、女性では「非常に満足」

と「満足」を合わせると100％であり、多く

の学生がその活動に満足している結果であっ

た。その理由（表15）をみると、初めて体験

したという者が多く、カヌー体験を通して「自

然に触れる機会になった。」「技術の習得が出

来た（2人の呼吸を合わせることが大切など）。」

等、充実した内容を示す回答が多かった。

カッター体験についても、カヌー体験同様、

本実習のねらいにもあったようにマリンプロ

グラムの技能と理論を習得であり、みんなで

表16．性別とカッターのクロス表

表17．カッターに関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）
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協力して櫂（オール）を漕ぎカッターの操船

体験を学び、協調性や集中力を養うことを目

的としている。そのカッター体験に関する満

足度（表16）をみると、男性では「非常に満

足」と「満足」を合わせると92.6％、女性で

は「非常に満足」と「満足」を合わせると100

％であり、多くの学生がその活動に満足して

いる結果であった。その理由（表17）をみる

と、多くの学生が実施時の掛け声をかけてみ

んなで揃えて櫂をこぐことで達成感と一体感

を味わえたに満足した回答であった。

4–6．スタンツについて

スタンツ活動について、実施前日の夜プロ

グラムの時間において、明日発表してもらう

課題について説明し、班メンバー間で話し合

いの時間を持たせた。スタンツを実施するね

らいは、グループ間で話し合いを行う過程に

おいて創造の楽しさがあり、仲間との協力や

チームワークの喜びが得られる、自分や仲間

の隠された持ち味を発見できる、表現能力が

高まり、積極性が身につくといった効用が期

待できることである。そのスタンツ活動に関

する満足度（表18）をみると、男性では「非

常に満足」と「満足」を合わせると100％、

女性では「非常に満足」と「満足」を合わせ

ると100％であり、すべての学生がその活動

に満足している結果であった。その理由（表

19）をみると、多くの学生が、メンバー全員

で、意見を出し合い協力して作品を作り上げ

表18．性別とスタンツのクロス表

写真10）スタンツの様子②写真9）スタンツの様子①
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ることで、グループ間の仲が深まったことや、

発表までこぎつけた達成感等、課題達成に向

けて充実した時間を過ごせたことに満足した

回答内容であった。

4–7．ビーチプログラムについて

このプログラムは、当初予定していたプロ

グラムを変更して、学生の自主プログラムと

して実習施設近くにあるビーチにおいて活動

を行った。学生たちは、ビーチバレーボール、

ビーチサッカー、ビーチフラッグ等、学生た

ちそれぞれが考えた活動を実施した。そのビー

チ活動に関する満足度（表20）をみると、男

性では「非常に満足」と「満足」を合わせる

と92.6％、女性では「非常に満足」と「満足」

を合わせると100％であり、多くの学生がそ

の活動に満足している結果であった。その理

由（表21）をみると、「自由時間を設けるこ

表19．スタンツに関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）
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写真11）ビーチバレー 写真12）ビーチフラッグ

表20．性別とビーチプログラムのクロス表

表21．ビーチプログラムに関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）
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とで各々でも楽しむことができた。」または、

「自分たちで次は何をしようか考えて時間いっ

ぱい体を動かすことができた。」等、自主的に

様々な活動に取り組めたことに満足した回答

が多かった。

4–8．フォトコンテストについて

実習スタート時のオリエンテーションにお

いて、各班にカメラを配布し実習終盤にフォ

トコンテスト（発表会）を実施することを告

げた。学生達に、実習期間中の班活動の様々

ないい場面を撮影するよう指示し、その中で

一番気に入った写真をグループ間で選出しタ

イトルをつけて発表する機会を設けた。その

フォトコンテストに関する満足度（表21）を

みると、男性では「非常に満足」と「満足」

を合わせると92.6％、女性では「非常に満足」

と「満足」を合わせると100％であり、多く

の学生がその活動に満足している結果であっ

た。その理由（表22）をみると、「写真を撮

ることで自然と笑顔のなる場面がたくさんあ

った。」「実習を通して目標があるのは良かっ

た。」「良い写真を撮るために考えたりするこ

とが楽しかった。」「思い出として残るのでよ

い。」「みんないい写真を撮ろうと競い楽しん

でいた。」等、フォトコンテスト（発表会）を

通して実習期間中の思い出を振り返るいい機

会になにもなり、良かったといった回答が多

くあった。

5.まとめ
教育学部として初めての野外活動実習で不

安もありましたが、担当教員や学生スタッフ

表22．性別とフォトコンテストのクロス表

写真14）撮影の様子②写真13）撮影の様子①
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の協力で無事終えることができた。実習後に

行ったアンケート調査では、どのプログラム

においても高い満足度であった。その回答内

容をみると、実習を通して学生間の交流が図

れたことや協力する大切さをこの実習から改

めて学んだようである。また班活動、イニシ

アティブゲーム、野外炊飯活動などは、将来

の学校現場で活用できる力を身に着けてほし

いという思いで取り入れたプログラムであっ

たが、グループで行う中での協力する大切さ

や達成感、楽しさ等といった感想を見る限り

それなりの効果はあったことがうかがえる。

自然体験においては、マリンスポーツを中心

に行ったが、初体験だった学生が多く活動自

体高い評価であった。今後はそれぞれの体験

活動において楽しさばかりでなく、運営・実

施方法や安全面に関する指導に重点を置いた

内容も考えていく必要がある。また野外活動

実習に参加した学生たちが、野外活動の意味

や楽しさを理解し、将来の現場で活用できる

よう、今後もプログラムの充実を努めていき

たい。

表23．フォトコンテストに関する自由回答（一部抜粋・内容が類似しているものは削除）




